
　重点目標一覧表（中間報告調書）
【平成２９年度重点目標】

重点目標
期限・数値目標等

①新規取組　5件、重点品目の絞り込み

②ヤマソービニヨン定植　10本

③地元産食材利用割合　前年度対比1.1倍

④6次産業化等に関する戦略（仮称）策定

 ・ワイン等を活用した地域振興策の検討

⑤クラインガルテン開発許可申請

重点目標
期限・数値目標等

①体験しながら学ぶ「教育ファーム」の実施 10組

②給付者18経営体への支援と新規募集

③新規利用権設定面積　100ha

④3月議会へ条例改正を提案

⑤遊休農地解消活用面積　10ha
⑥重点地区(赤坂地区)の農地　8ha

重点目標
期限・数値目標等

①間伐、下刈り等　300ha

②伐倒くん蒸　2,740㎥　
　樹幹注入剤の支給　30団体、5,000本　地上薬剤散布　13ha

③更新伐　5ha、地元調整会議3回

④搬出間伐 15ha

⑤ペレットストーブ導入補助 5台、薪ストーブ導入補助 20台

重点目標
期限・数値目標等

①耐震性調査3池・耐震工事1池

②ほ場整備1、用排水路2、集落道整備1

　交流基盤整備1、ため池工事7池

③県営事業1地区（神川左岸）地元調整

④3地区新規採択

重点目標
期限・数値目標等

①侵入防止柵資材支給 6.0km　 5地区

②ジビエ振興のため講演会及び試食会等を開催

※ 評価基準［◎：目標を上回る進捗］［○：目標どおり進捗］［△：未進捗の部分あり］［×：全て目標未進捗］

市長指示事項

１

⑤遊休農地の解消 ⑤0.4ha再生作業中（3団体）

担当部局名 農林部

④６次産業化と農商工連携の推進 上田市農政推進協議会に諮問(5月)、答申がされれば10月に「上田市6次産業化等に関する戦略」が策定される見込

⑤都市農村交流の推進 上半期において用地買収がほぼ完了。下半期に開発許可申請を行う。

③学校給食における地元産食材の利用割合を増加させる取組

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①目標を定めた販売戦略 上半期において新規取組4件を実施し、継続中。重点品目は「うえだみどり大根」等を選定し、販売戦略を進める。

②市民に地産地消の機運を醸成する取組

２

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①産学官連携を核とした次世代農業の育成 ①10組にて田植え・野菜種まき・野菜収穫・稲刈り等　上期５回実施

②新規就農者への支援
②農業次世代人材投資事業：15経営体、新規採択者5経営体への資金交付（中止2件、交付停止1件）
青年等就農計画認定予定（新規3件、変更1件）

③担い手への農地集積・集約化の促進 ③新規利用権設定面積　767筆・90.1ha

④新たな農業委員会組織の構築 ④改正条例提案に向けて準備中

３

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①森林環境保全整備事業（県事業）を活用した森林整備の推進 ①間伐、下刈り等　63.06ha実施

②松くい虫防除対策事業の推進 ②伐倒くん蒸　2,058㎥実施

　樹幹注入剤の支給　12月予定、　地上薬剤散布　13ha実施

③更新伐事業の推進 ③更新伐　5.6ha実施、地元調整会議1回実施（11月以降複数回予定）

④市有林の森林整備 ④搬出間伐 15.44ha実施

⑤再生可能な木質エネルギーの利用促進
⑤ペレットストーブ導入補助3台、薪ストーブ導入補助17台交付決定、信州の木活用モデル地域支援事業の
有効活用に向けた取り組み

４

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①ため池の防災・減災対策の実施 ①耐震性調査3池発注済(7月)、耐震工事発注済(7月)

②施設の更新等による農業生産基盤の安定化 ②殿城地区…実行委員会6回開催。今年度工事10月契約予定

　西塩田地区…実行委員会6月に開催。ため池工事5池を発注済

③機能診断に基づく基幹的水利施設の長寿命化 ③神川左岸地区…7月に説明会を実施

④多面的機能支払交付金組織の拡充

・農業の稼ぐ力の創出については、成果が上がるよう取り組むこと。・クラインガルテンの建屋については、特徴あるものとすること。・新規就農者への支援については、積み重ねを大切に取り組むこと。

５

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

①有害鳥獣対策事業の実施 ①侵入防止柵資材支給　 3.8km要望取りまとめ済み、 11月発注予定

②ジビエ振興研究事業 ②ジビエ振興のため講演会及び試食会等の企画・立案、11/11開催予定

農業の稼ぐ力の創出と地域活性化（地産地消・6次産業化・都市農村交流の推進）

担い手の育成支援と農地利用集積の推進

地域で支える健全な森林の環境整備

農業の体質強化に向けた施策（施設延命化・防災減災対策・多面的機能の推進）

鳥獣被害対策の推進

④3地区新規採択

⑥農地中間管理事業を活用した農地集積 ⑥事業実施に向けた地元説明会を実施

上半期においては、例年どおり地元産たまねぎの利用を推進し、割合の向上に努めた。

上半期は未実施。戦略策定後に検討を進めていく。

未定植。下半期に実施予定


